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終
息
の
見
え
な
い
コ
ロ

ナ
禍
と
ロ
シ
ア
軍
に
よ
る

ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
略
戦
争
の

影
響
で
、
新
自
由
主
義
、

グ
ロ
ー
バ
ル
経
済
の
脆
弱

性
は
一
層
鮮
明
で
す
。

も
と
よ
り
深
刻
だ
っ
た

貧
困
と
格
差
は
拭
い
難
く

広
が
っ
て
い
ま
す
。
す
べ

て
の
働
く
者
の
賃
金
を
大

幅
に
底
上
げ
し
、
中
小
企

業
に
は
賃
上
げ
で
き
る
支

援
策
を
拡
充
し
て
、
国
内

の
消
費
を
回
復
す
る
。

最
低
賃
金
の
大
幅
増
な

ど
、
国
民
生
活
に
寄
り
添

っ
た
経
済
の
好
循
環
を
つ

く
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

10
月
の
最
低
賃
金
改
定
へ

向
け
た
審
議
は
、
6
月
28
日

の
中
央
最
低
賃
金
審
議
会
か

ら
ス
タ
ー
ト
を
切
り
、
早
け

れ
ば
26
日
頃
に
都
道
府
県
ご

と
の
改
定
目
安
額
が
答
申
さ

れ
ま
す
。
そ
の
後
、
東
京
地

方
審
議
会
で
目
安
額
に
上
積

み
の
議
論
が
あ
り
、
8
月
下

旬
に
確
定
し
ま
す
。

今
年
の
最
低
賃
金
改
定

は
、
歴
史
的
に
も
異
常
な
物

価
高
と
コ
ロ
ナ
感
染
が
続
く

雇
用
不
安
の
下
の
改
定
で
、

い
つ
に
も
増
し
て
大
き
な
注

目
を
集
め
て
い
ま
す
。

6
月
29
日
の
朝
日
新
聞
は

「
物
価
高

切
実
な
最
低
賃

金
」
「
低
水
準
の
日
本

海

外
は
大
幅
増
」
と
の
見
出
し

を
掲
げ
て
、
解
説
記
事
を
大

き
く
載
せ
ま
し
た
。
同
日
の

日
経
新
聞
で
は
「
（
最
賃
）

改
定
後
に
賃
上
げ
が
必
要
に

な
る
労
働
者
の
比
率
は
、
10

年
ほ
ど
前
は
数
％
だ
っ
た

が
、
21
年
度
期
は
16
・
2
％

に
達
し
」
と
、
最
賃
改
定
の

影
響
力
を
論
じ
て
い
ま
す
。

最
賃
ぴ
っ
た
り
の
時
給
で

長
年
働
い
て
い
る
仲
間
が
多

く
い
ま
す
。
昼
食
は
1
0
0

円
の
菓
子
パ
ン
一
つ
、
職
場

ま
で
一
時
間
以
上
歩
い
て
通

勤
、
な
ど
の
厳
し
い
生
活
実

態
で
す
。
東
京
春
闘
の
調
査

に
よ
る
と
都
内
自
治
体
で
働

く
会
計
年
度
任
用
職
員
（
非

常
勤
）
の
多
く
が
時
給
1
0

5
0
円
、
東
京
最
賃
1
0
4

1
円
ぎ
り
ぎ
り
で
し
た
。

東
京
春
闘
・
東
京
地
評
も

「
全
国
一
律
時
給
1
5
0
0

円
」
の
早
期
実
現
へ
力
を
込

め
て
様
々
な
取
り
組
み
を
展

開
し
て
い
ま
す
。
6
月
に
設

定
し
た
ゾ
ー
ン
宣
伝
で
は
全

都
20
駅
近
く
で
実
施
。
メ
イ

ン
行
動
の
池
袋
駅
東
口
（
15

日
夕
方
）
で
は
36
人
が
参
加

し
て
街
行
く
人
に
呼
び
か

け
、
好
反
応
で
し
た
。

最
低
賃
金
の
引
き
上
げ
に

は
中
小
企
業
へ
の
支
援
策
が

重
要
な
こ
と
は
言
う
ま
で
も

あ
り
ま
せ
ん
。
今
ま
で
最
賃

は
引
き
上
げ
に
反
対
論
が
多

か
っ
た
中
小
業
界
で
す
が
、

日
本
商
工
会
議
所
の
調
査

（
22
年
2
月
）
で
は
、
最
賃

を
引
き
上
げ

る
べ
き
と
回

答
し
た
企
業

は
前
年
比
13

・
6
㌽
増
の

41
・
7
％
に

急
上
昇
し
て

い
ま
す
。
雇

用
確
保
と
経

済
回
復
の
た

め
に
賃
上
げ
が
必
要
と
す
る

認
識
の
広
が
り
が
背
景
で

す
。
社
会
保
険
料
の
軽
減
策

な
ど
、
労
働
者
に
も
事
業
者

に
も
役
立
つ
制
度
構
築
が
求

め
ら
れ
ま
す
。

出
版
取
次
の
職
場
、
時
給

が
最
賃
1
0
4
1
円
に
ぴ
っ

た
り
で
働
く
出

版
取
次
ユ
ニ
オ

ン
の
鈴
木
さ
ん

に
、
最
賃
引
上

げ
へ
の
思
い
を

聞
き
ま
し
た
。

「
昨
年
10
月

の
改
定
で
上
が

っ
た
分
は
早
返

し
で
時
間
カ
ッ

ト
、
手
取
り
は

変
わ
ら
な
い
」

「
仕
事
量
は
同

じ
な
の
に
時
間
短
縮
を
強
い

ら
れ
る
」
と
開
口
一
番
、
驚

く
職
場
の
実
態
。
自
身
も
最

賃
引
上
げ
分
だ
け
会
社
の
人

件
費
抑
制
の
都
合
で
早

く
帰
る
よ
う
言
わ
れ
、

昨
秋
の
組
合
の
団
交
で

16
時
ま
で
の
仕
事
は
確

保
す
る
約
束
を
勝
ち
取

り
ま
し
た
。
し
か
し
、

組
合
未
加
入
の
労
働
者

は
会
社
に
強
要
さ
れ
る

ま
ま
時
間
短
縮
さ
れ
、

ひ
ど
い
場
合
は
9
時
出

勤
で
12
時
に
返
さ
れ
、

賃
金
は
3
時
間
分
し
か

支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。「
非

正
規
で
も
月
給
・
固
定
給
に

し
て
、
会
社
都
合
で
賃
金
を

削
ら
れ
な
い
よ
う
に
」
「
時

給
が
1
5
0
0
円
に
な
れ
ば

例
え
6
時
間
で
も
な
ん
と
か

や
っ
て
い
け
る
」
さ
さ
や
か

な
要
求
で
す
。

第
13
回
地
域
労
働
運
動
交

流
会
を
ラ
パ
ス
ホ
ー
ル
に
て

オ
ン
ラ
イ
ン
併
用
で
地
域
・

単
産
か
ら
59
名
が
参
加
し
て

6
月
19
日
に
開
催
。

村
木
実
行
委
員
長
、
荻
原

地
評
議
長
の
挨
拶
に
続
き
、

基
調
報
告
は
久
保
組
織
局
長

が
行
い
、
組
織
の
現
状
を
取

り
ま
と
め
報
告
し
、
地
域
労

働
運
動
の
役
割
を
再
認
識
し

て
今
後
の
取
組
み
に
活
か
す

共
通
の
課
題
を
探
り
共
同
の

運
動
を
起
こ
そ
う
と
報
告
。

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
情
勢
に

求
め
ら
れ
る
地
域
労
働
運
動

を
作
り
出
そ
う
」
で
は
、
コ

ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
屋
代
事
務

局
次
長
か
ら
問
題
提
起
の

後
、
パ
ネ
ラ
ー
三
多
摩
労
連

・
杉
本
幹
事
は
動
態
把
握
を

定
着
さ
せ
純
増
に
し
た
教
訓

か
ら
組
織
建
設
課
題
の
取
組

み
を
発
言
。
北
部
ブ
ロ
ッ
ク

・
益
子
幹
事
は
加
盟
組
織
の

情
報
を
共
有
・
争
議
支
援
、

個
人
加
盟
労
組
の
取
組
み
を

強
め
介
護
労
働
者
な
ど
の
組

織
化
を
め
ざ
す
と
発
言
。
単

産
か
ら
東
京
医
労
連
・
青
山

書
記
長
は
地
域
に
結
集
し
、

地
域
と
の
連
携
・
共
同
を
方

針
に
掲
げ
て
い
る
こ
と
、
要

求
の
あ
る
所
に
組
合
員
は
増

え
る
と
発
言
。
会
場
か
ら
8

名
が
地
域
の
取
組
み
を
話
し

ま
し
た
。
地
域
と
単
産
の
共

同
の
構
築
が
地
域
労
働
運
動

強
化
に
不
可
欠
で
あ
る
こ
と

が
明
確
に
な
り
ま
し
た
。

東
京
春

闘
共
闘
会

議
は
①
最

低
賃
金
1

5
0
0
円

の
早
期
実

現
、
②
意

見
陳
述
、

③
公
正
な

審
議
会
労

働
委
員
選

任
を
求
め

て
6
月
23

日
に
労
働

局
前
で
宣

伝
行
動
を
実
施
。
加
盟
組
合

か
ら
は
低
賃
金
が
人
手
不
足

を
招
き
、
過
密
労
働
か
ら
人

手
不
足
を
招
く
負
の
ス
パ
イ

ラ
ル
に
な
っ
て
い
る
実
態
が

話
さ
れ
、
最
賃
大
幅
引
き
上

げ
で
こ
の
流
れ
を
断
ち
切
る

こ
と
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

交
渉
で
は
、
組
合
は
審
議

会
の
特
質
上
、
低
賃
金
で
就

労
す
る
労
働
者
の
実
態
を
把

握
は
欠
か
せ
な
い
と
し
て
陳

述
の
機
会
確
保
を
求
め
ま
し

た
。
担
当
課
長
は
要
請
項
目

に
理
解
を
示
し
つ
つ
も
、
現

行
の
意
見
書
の
読
み
上
げ
方

法
を
当
面
変
更
は
な
い
と
し

ま
し
た
。

こ
の
間
課
題
の
中
小
企
業

業
務
改
善
助
成
金
は
、
低
水

準
な
が
ら
も
利
用
件
数
が
増

え
ま
し
た
。

最賃審議
始 ま る

賃金の大幅底上げが最大の経済対策賃金の大幅底上げが最大の経済対策
物
価
高
騰
に
見
合
う
大
幅
増
を

中
小
企
業
支
援
と
セ
ッ
ト
で

定価 1部40円（送料別）

東京労働局前宣伝と労働局交渉
時給１５００円の実現と低賃金で
働く仲間の意見陳述を求める
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賃金課長に要請書を手交

地
域
労
働
運
動
の
強
化
の
た
め
に

1500円になれば

東京労働局前で最賃引上げを訴える仲間

地
域
と
単
産
の
共
同
を
作
り
出
そ
う
！

地域の特徴と悩み共有

lapaz@chihyo．jp

鈴木さん

東
京
地
評
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
で
ア
ク
セ
ス

最
賃
労
働
者
の
声


